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設計・開発業務の効率化を進める、
定型業務の自動化と各種マクロの活用方法

２０２１年１０月２７日 寺子屋 萩本

特典
・データ処理マクロ（エラー行の削除など）
・自動スプラインプログラム

修得
・作業の自動化/効率化の基本的な考え方
・デモや適用例による自動化/効率化の具体的イメージ

他、できるだけご要望に沿って提供します
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本日の内容

1. CAEの自動化、効率化の方法
・各CAEソフトの自動化機能の使い方
・EXCELとの連携によるFEM自動化手法の作成方法
・CADデータへの自動描画手法
2. 各業務の自動化手法
・難しいと考えているEXCELマクロの扱い方
※サンプルの利用方法を説明します

3. 参考情報
・OCR、web上にある様々な情報の使い方
・OCR、PDF、音声認識、他
・如何に応用するか、知らないのに知ったかぶりのヒント
4. 質疑応答

途中での質問も大丈夫です。
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2分で寸法入り作図可能

１形状45分（作図） → ２分（９５％工数削減）
慣れると１分以内

CADの自動化例：等速ジョイントブーツ

初心者でもミスなく同じ工数
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効果は出したものの・・・

新しいソフトへの移管できれば
今は古いME10というCADでしか使えない

実際に適用 自働化手順概要

［設計が検討する寸法関係］

設計検討の段階で、変形を予測するなどして寸法を決定。

設計検討シート
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自働化手順概要
［設計が検討する寸法関係］

［EXCELシートを追加して寸法抽出＆算出］

次のシートで
CAD言語と座標情報合体

［CAD言語との合体 マクロ］
設計者が必ず行う

検討シートを利用します

描画自動プロット
直行性の計算など

プログラム作成します

CADの描画コマンド
LINE ARC CIRCLEなど

座標を引き取ります

これらをマクロコマンドとして実施
5

効率化、自動化支援

CADの自動化例：等速ジョイントブーツ
［自動作画システム］

山・谷部の寸法入力

中点Ix Iy R寸法GH 山部R

85.5 25.75 6 2
∠PcIs ・・・中心間の差より求める

0.3028849

長さPｃG 長さPcI 長さGI ∠PcIPo ∠PoIs
10.057833 2.5145 7.543375 0.919667 1.222552

上記∠換算

長さPosI X成分 Y成分 長さIG X成分 Y成分

1.5239751 0.5201 1.432496 1.5601601 4.2974877

山谷部の寸法をEXCELで計算

ARC THREE_PTS R6IS2 R6IE2 R6II2

DIM_LINE VERTICAL R1OI R1OI2 DV19
DIM_LINE VERTICAL R2OI R2OI2 DV18

CIRCLE YELLOW SOLID BB6 BB61
LINE WHITE SOLID R1IIB R1II2B
LINE WHITE SOLID R2IIB R2II2B寸法計算EXCEL

寸法を拾って、線(LINE)、円（CIRCLE)

円弧（ARC)

寸法（DIM)

このコマンドを実行して作図

自動作画の作り方

EXCELと組み合わせると非常に簡単
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手順・・・最小谷径（第１谷）の設定

φC‐φA ≧ ９ｍｍ

最小谷径（第1谷）設定
パリソンのスウェルによるピンチ発生防止として、下記寸法を考慮する。

設計基準書
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ブーツ谷径設定はシャフト径、ブーツ評価仕様（評価ベンチ転蛇
角）より、過去評価実績を参考に最終谷から第１谷までを略直線
にて設定する。
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手順・・・中間部谷径設定
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・ブーツ谷部のリビングヒンジは基本的に下記を基準とする
・谷部に大きな応力が予測される場合はＲを大きく設定する

（但し、ブーツ仕様により任意とする）

Ａ

Ｂ

Ｒ

パター
ン③

パター
ン②

パターン
①

2.01.51.0Ａ

2.01.751.5Ｂ

1.00.750.5Ｒ
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手順・・・ブーツ谷部リビングヒンジ設定

設計者が検討するEXELシート

ここから寸法を抽出

自動化の手順

山谷部の寸法を決定したシートを用意
10



2025/11/28

まずは、山部お谷部のそれぞれの座標を計算

EXCELで間違いないか確認

山谷部の寸法を入れると各円弧の始点・終点を計算
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接線になるので、必ず直角三角形
の頂点座標として計算できる

角度を順次決めて、三角関数で接線、接点ｑ-接点ｑ‘-中心
の円弧で接点Ｑ-接点ｑの線分等から構成する。

qq‘

計算は直角三角形定理
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大径側座標計算
42.6内径

43.85外径

各部座標
00中心
0-46.0425中心線横
046.0425

-46.04250中心線縦
46.04250

内径作図
00中心

42.60内径

44.850

外径始点
１

44.788532.3472683deg
44.604314.6881026deg
43.282347.033798中点
43.276997.065721R4終点
31.0066331.00663
7.06572143.27699R4終点
7.03379843.28234中点
4.68810244.604316deg
2.34726844.788533deg

044.85交点
-2.3472744.788533deg
-4.688144.604316deg
-7.033843.28234中点

-7.0657243.27699R4終点
-31.006631.00663

計算結果から形状確認
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趣旨・要旨

EXCELの利用

CAD/作図 雛型

各ソフトのプロシジャー
⇒テキスト取り出し

FEM解析 雛型

スクリプト
⇒テキスト取り出し

・寸法入力
・材料定義
・条件設定

各形状
作図 解析

解析結果処理変形図CAD化
リバースエンジニアリング

手順書 教育＋ ＋

設計者・開発担当自身での実務推進

ネットワーク化＋
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自動化の効果と作成のヒント

諸々の検討の為
１０～２０枚/日 作図

なぜ、必要かは聞き取りから不明

作図工数 ３０～５０分/枚 ３形状（５、６、７山）
右向き、左向き

寸法入り含めて、平均３０分として
２０日 １月３００枚 × １２か月 × １５年（２００４年から現在も継続）

時給２，０００円で 計１０８，０００千円

CAD専任者 寸法なしなら２５分

なぜか、偶然効果が 煩悩 １０８
ソフトの制作費用
約５００千円（授業料＋懇親会費用）

ソフト６パターンの見積もり
４２，０００千円

外注、無理
自力で造れるか？
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自力自動作図ソフト、作成のきっかけ

見積もりのための打ち合わせ
（１回のみ）

見積もり見て
⇒外注、無理

当時、新しい機能
アイソパラメトリック機能

※元図を描いて、寸法ピック
⇒形状変更される

バラバラになる
形状不成立

打ち合わせ時のキーワード、（ソフト作成する予定の方の）たった一言、
“はじめから寸法入れて描いてしまえば・・・“

⇒？？？？？？？？？？ ⇒考える？？？？？

ストレスの軽減は出来ている
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打ち合わせ時のキーワード、（ソフト作成する予定の方の）たった一言、

“はじめから寸法入れて描いてしまえば・・・“

寸法分かれば描ける あちこちメール出して
CADの先生探し

CADでの書き方の勉強
EXCELの計算式利用

週末、金曜１５～１７時 CADの基本
・作図（線を描く、円を描く、フィレットを描くetc.） ・寸法の描き方
・寸法の位置決め ・編集 ・前回のご指導に対する実行⇒質問

４週、週末の勉強会 ⇒ 終了後大宮で、飲み会
「指導料５万円商品券 ＋懇親会費２万円（交通費）」×４

別途、先生の紹介料 商品券５万円 ⇒ 約３３万円（交通費含め４０万円以下）

金曜の勉強会、土日に忘れないように作業 ⇒次週疑問持って勉強会
⇒自力でソフト作成 17

マクロの中身
ファイル名.FCMacro というファイルが作成される。

(前ページ例）

App.ActiveDocument.Sketch.addGeometry(Part.Point(App.Vector(-10.057069,9.796331,0)))
App.ActiveDocument.Sketch.addGeometry(Part.Point(App.Vector(10.131569,-0.111745,0)))
App.ActiveDocument.Sketch.addConstraint(Sketcher.Constraint('PointOnObject',1,1,-1)) 
App.ActiveDocument.Sketch.addConstraint(Sketcher.Constraint('Distance',0,1,1,1,22.439902)) 
App.ActiveDocument.Sketch.setDatum(1,App.Units.Quantity('22.440000 mm'))
# Macro End: C:¥Users¥kaien¥Desktop¥FreeCAD¥ブーツトライ１¥点と寸法（距離）.FCMacro
+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

自動描画の方法/作図コントロール

この数値（寸法）部分をEXCELの別セルを使って入力を反映 ⇒
テキストで書き出し ⇒ MACROとしてテキストファイル実行

詳細後述
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E:¥D Dir¥0020技術資料2019(整理要-INDEX作成)¥FreeCADマニュアル¥自動化ツールｚ¥aa1.FCMacro

App.ActiveDocument.Sketch.addGeometry(Part.ArcOfCircle(Part.Circle(App.Vector(0.000000,0.000000,0),App.Vector(
0,0,1),10.022131),0.000000,1.570796),False)
# Macro End: C:¥Users¥kaien¥Desktop¥aa.FCMacro 円弧の作成

中心座標

半径 始点角 終点角

終点角
(deg)

始点角
(deg)

中心座標
(mm)

120450ｘ

0ｙ

15半径(mm)0ｚ

App.ActiveDocument.Sketch.addGeometry(Part.ArcOfCircle(Part.Circle(App.Vector(
0 , 0 , 0 ),App.Vector(

0,0,1), 15 ), 0.785 , 2.093 ),False)

App.ActiveDocument.Sketch.addGeometry(Part.ArcOfCircle(Part.Circle(App.Vector(0,0,0),App.Vector(0,0,1),15 ・・・・

EXCELシートをいくつか経由して入力
⇒反映、マクロの実行
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寸法記入位置：指定して
https://www.xsim.info/articles/FreeCAD/tools/Draft_Dimension.html

寸法記入の別法
点の座標と寸法位置指定

通常に作図
⇒寸法表示

各種CAD の操作方法に依存
20
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効率化施策
１）CADの自働化

実用面で考えると、
・製品群後毎 ・影響の大きいところから

⇒ 如何にまとめるかがカギとなる。

CAD言語の理解から設計検討資料とのリンクで自働化可能。

類似ですよ
半径＝正方形の１辺の⾧さ／２ ⇒ 円
フィレットRの大きさをゼロにすれば ⇒ 正方形

・費用対効果
・画面を観察すること
⇒スクリプトから見える

EXCELと組み合わせて作成できる
⇒寸法計算も
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簡単に線、円弧、使った書き方を簡単に説明
⇒それぞれ目的の寸法で書く必要がある。

⇒EXCEL計算式導入、直接座標を入力
（拘束条件不要）

順番に寸法を入れて作図可能
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リバースエンジニアリング：等速ジョイントブーツ

解析結果から３D-CAD作成の自動化

FEM解析結果のメッシュ

自動スプライン

表面にサーフェースを貼り
１０MB程度のモデル 節点番号の付け方が重要
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結果処理→３D-CADの自動化

手動は
１モデル-４時間以上

数モデル作成
発狂しそうになる

４時間 ⇒ １０分
時間短縮のみでなくミス防止、ストレスゼロ

工夫のポイント
・節点番号付け

・表裏分離 一部のみとする
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リバースエンジニアリング
形状測定機から自動形状 メッシュ ⇒IGES

点 ⇒ 網掛け・サーフェス
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本日の内容

1. CAEの自動化、効率化の方法
・各CAEソフトの自動化機能の使い方
・EXCELとの連携によるFEM自動化手法の作成方法
・CADデータへの自動描画手法
2. 各業務の自動化手法
・難しいと考えているEXCELマクロの扱い方
※サンプルの利用方法を説明します

3. 参考情報
・OCR、web上にある様々な情報の使い方
・OCR、PDF、音声認識、他
・如何に応用するか、知らないのに知ったかぶりのヒント
4. 質疑応答
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基本：マクロの作成方法

操作したものを記録していく

記録したものを実行する。

マクロの実行
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登録）

ℓ（エル）など

実行） CTR+ℓ でグラ
フまで１つのブックにコピーしてまとめて置く

VLOOKUP
LOOKUPなど
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マクロの操作例
①基データ（貼り付け）

②E、F列に式を入力、式をコピーしてデータを完成

③グラフの作成

Sub エラー行削除()
On Error Resume Next '←念のため
Range("A1").CurrentRegion.SpecialCells(xlCellTypeFormulas, 
xlErrors).EntireRow.ClearContents
End Sub

④エラー行
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